
日
本
語
に
よ
る
文
章
は、
漢
字・
仮
名・
ロ
ー
マ
字・
ア
ラ
ビ
ア
数
字・
記
述
記
号
（
句
読

点
や
括
弧
な
ど）
の
組
合
せ
で
書
か
れ
（
表
記
さ
れ）
ま
す
が、
そ
の
書
き
方
（
表
記）
に
は

ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す。

日
本
語
表
記
の
ル
ー
ル
は、
唯一
絶
対
の
も
の
で
は
な
く、
時
代
に
よ
り、
ま
た
使
わ
れ
る

場
に
よ
り
あ
る
程
度
の
変
化
が
あ
り
ま
す。
社
会一
般
で
慣
用
さ
れ
て
い
る
ル
ー
ル、
公
的
機

閣
（
官
公
庁
な
ど）
で
定
め
て
い
る
ル
ー
ル、
出
版
社
や
新
聞
社
で
独
自
に
定
め
て
い
る
ル
ー

ル
な
ど
が
あ
り
ま
す。

個
人
と
し
て
文
章
を
書
く
と
き
に
も、
ル
ー
ル
に
も
と
づ
い
た
選
択
肢
の
中
か
ら、
自
分
な

り
の
方
針
を
選
び
と
る
こ
と
が
大
事
で
す。
―
つ
の
文
章
の
中
で、
あ
る
語
句
を
漢
字
で
書
い

た
り、
ひ
ら
が
な
で
書
い
た
り、
ま
た
算
用
数
字
と
漢
数
字
を
併
用
す
る
な
ど
の
不
統一
な
表

記
は
避
け
ま
し
ょ
う。

日
本
語
に
は
縦
書
き
（
縦
組）
と
横
書
き
（
横
組）
が
あ
り
ま
す。
漢
字
の
使
い
方、
仮
名

づ
か
い、
送
り
仮
名
な
ど
は、
縦
書
き
と
横
書
き
で
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
が、
数
字
や
単

位
の
表
記、
句
読
点
な
ど
の
記
述
記
号
の
扱
い
が
や
や
異
な
り
ま
す。

文
芸
コ
ー
ス
で
は
課
題
や
作
品
を
縦
書
き
に
書
く
こ
と
が一
般
的
と
な
り
ま
す。
以
下
に、

日
本
語
表
記
の
標
準
的
な
ル
ー
ル
を
示
し
ま
す
の
で、
こ
れ
を
参
照
し
て
文
章
を
書
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う。

1．
文
体

田
「
…
…
で
あ
る」
「
…
…
だ」
調
（
常
体・
普
通
体）

②
「
…
…
で
す」
「
…
…
ま
す」
調
（
敬
体・
丁
寧
体）

原
則
と
し
て、
ど
ち
ら
か
の
文
体
を
用
い、
二
つ
を
混
用
し
な
い。

2．
段
落

長
い
文
章
は
意
味
の
ま
と
ま
り
な
ど
に
よ
っ
て
分
け
る。
そ
の一
区
切
り
を
「
段
落」
と
い

う。
パ
ラ
グ
ラ
フ
と
も
い
う。

段
落
の一
行
目
は一
字
下
げ
る。

14
．

日
本
語
表
記
の
標
準
的
な
ル
ー
ル

3．
記
述
記
号

田
句
読
点

・
縦
書
き
に
は
「。」
「、」
を
使
う。
横
書
き
に
は
「
0」
「、」、
ま
た
は
「
0」
「
'」
か
「．」

「'」
の
三
種
類
の
方
法
が
あ
る
が、
い
ず
れ
か
で
統一
す
る。

．
句
点
「。」
は
文
末
に
使
う。

•
読
点
「、」
は
文
の
切
れ
目
や、
文
の
続
き
を
明
ら
か
に
す
る
と
き
に
使
う。

②
括
弧
類

①
か
ぎ
括
弧
「
」
は、
会
話、
強
調、
注
意
を
引
き
た
い
語
句、
引
用
文
な
ど
を
く
く

る
と
き
に
使
う。

②
二
重
か
ぎ
『
』
は、
①
の
「
」
の
中
で
さ
ら
に
会
話、
強
調、
注
意
を
引
き
た
い

語
句、
引
用
文
な
ど
を
く
く
る
と
き
に
使
う。
ま
た、
書
名
を
く
く
る
と
き
に
使
う。

③
パ
ー
レ
ン
（
）
は、
語
句
の
説
明
な
ど
を
く
く
る
と
き
に
使
う。

④
山
括
弧
〈
〉
は、
強
調
し
た
い
語
句
や、
引
用
文
を
く
く
る。

③
句
点
と
か
ぎ
括
弧
の
関
連

I
ど
こ
に
句
点
を
う
つ
か。

①
「
」
が
文
中
に
あ
る
と
き。

ロ
ロ
ロ
「
ロ
ロ
ロ。
ロ
ロ
ロ
ロ」
ロ
ロ
ロ
ロ。

②
「
」
が
文
末
に
あ
る
と
き。

ロ
ロ
ロ
□
「
ロ
ロ
ロ。
ロ
ロ
ロ
ロ」。

③
段
落
の
文
全
体
が
「
」
で
く
く
ら
れ
て
い
る
と
き。

「
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ。
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ」

④
段
落
の
最
後
の
文
が
「
」
で
く
く
ら
れ
て
い
る
と
き。

ロ
ロ
ロ
ロ。
「
ロ
ロ
ロ。
ロ
ロ
ロ
ロ」

④
句
点
と
パ
ー
レ
ン
の
関
連

I
ど
こ
に
句
点
を
う
つ
か。

①
直
前
の
文
に
説
明
を
加
え
た
り、
状
況
を
示
す
と
き。

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
（
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ）。

②
文
全
体
の
注
釈、
筆
者
名、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
を
示
す
と
き。

ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ。
（
ロ
ロ
ロ
ロ）

⑤
中
黒

①
外
来
語、
外
国
の
地
名
や
人
名
の
く
ぎ
り
に
使
う。

 



4．

数
字
の
書
き
方

【
例】

ク
リ
エ
イ
テ
イ
ヴ
・

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

ボ
ス
ト
ン
・

テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス

w
.
S
・
ピ
ー
タ
ー
ス
ン

＊
中
黒
の
代
わ
り
に
二
分
ハ
イ
フ
ン
(
—

ま
た
は
11

)

を
使
う
こ
と
も
あ
る。

【
例】

ア
ン
リ
11

ジ
ャ
ン
・
マ
ル
タ
ン

②
名
詞
を
並
べ
る
と
き
に
使
う。

【
例】

水
星
・

金
星
・

地
球
・

火
星

＊
読
点
「、
」

で
も
よ
い。

水
星、

金
星、

地
球、

火
星

⑥

感
嘆
符
・

疑
間
符

①

感
嘆
符
・

疑
問
符
の
次
は
句
読
点
を
つ
け
な
い
で、

全
角
ア
キ
と
す
る。

た
だ
し、

行

末
に
き
た
場
合
と、

か
ぎ
や
括
弧
の
ウ
ケ
」

』

）

〉

が
つ
づ
く
場
合
は、

全
角
ア
キ

と
し
な
い。

【
例】

い
っ
た
い
何
の
音
だ
？

教
室
の
隅
の
ほ
う
か
ら
パ
リ
パ
リ
と
い
う
音
が
聞
こ
え

て
く
る。

な
ん
と
学
生
が
カ
タ
ヤ
キ
ソ
バ
を
食
べ
て
い
る
！

「
キ
ミ、

そ
こ
で
何
を
し
て

い
る
の
だ
？」

と
私
は
尋
ね
た。

②
感
嘆
符
・
疑
問
符
の
つ
く
文
で、

そ
の
前
後
に
文
意
の
切
れ
目
が
な
い
場
合
は、

全
角
ア

キ
に
し
な
い。

な
お、

こ
の
場
合
は
（
？）
（
！）

と
い
う
書
き
方
も
あ
る。

【
例】

い
っ
た
い
何
の
音
だ
？
と
思
っ
て
教
室
の
隅
の
ほ
う
を
見
る
と、

な
ん
と
学
生
が

パ
リ
パ
リ
と
い
う
音
を
立
て
な
が
ら
カ
タ
ヤ
キ
ソ
バ
を
食
べ
て
い
る
で
は
な
い
か
！

し

か
も、

う
ま
そ
う
な
匂
い
（
！）

ま
で
漂
わ
せ
て
い
る。

⑦

リ
ー
ダ
ー
と
ダ
ー
シ

文
中
の
リ
ー
ダ
ー
と
ダ
ー
シ
の
長
さ
は、

原
則
と
し
て
二
字
分
と
す
る。

【
例】

と
い
う
こ
と
だ
が
…
…。

と
い
う
こ
と
だ
が

。

「
え
っ
、

…
…」

「
え
っ
、

」

「
…
…
！」

「

？」

＊
「
大
阪
ー
京
都
間
の
新
幹
線
切
符」

な
ど
の
場
合
は
全
角
ダ
ー
シ
（
一

字
分）

と
す
る。

⑧

行
頭
に
き
て
は
な
ら
な
い
も
の
は、

つ
ぎ
の
も
の。

句
読
点

感
嘆
符

疑
問
符

か
ぎ
や
括
弧
の
ウ
ケ
」

⑨

行
末
に
き
て
は
な
ら
な
い
も
の
は、

つ
ぎ
の
も
の。

か
ぎ
や
括
弧
の
オ
コ
シ

「

『

（

〈

L 

縦
書
き
で
は
漢
数
字
（
一
、

二、

三
…
…）

を
使
用
し、

単
位
語
(
+、

百、

千、

万、

億、

兆）

を
入
れ
て
書
く
の
が
原
則
だ
が、

現
在
で
は
単
位
語
を
省
略
す
る
書
き
方
も
広
く
使
わ
れ

る。

ま
た、

最
近
で
は、

縦
書
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
算
用
数
字
(

1、

2、

3
…
…)

を
使
用
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る。

由

縦
書
き
で
漢
数
字
を
使
用
し、

単
位
語
(
+、

百、

千、

万、

億、

兆）

を
入
れ
て
書
く
表

じ。
1
一11
EI

【
例】

二
十
一

世
紀

平
成―
―
十
五
年

十
二
月
二
十
一

日

一
三
日
六
十
互
日

五
十
年

――一
百
五
十
人

―
一
時
間
十
分―――
十
二
秒

十
八
歳
十
一

ヵ
月

二
十
代

百
個

千
頭
（
一

千
頭）

五
千
二
百
円

零
度
三
分

零
下―――
十
度

四
十
一

億
九
千
二
百
万
円

四
十―
―
・
一

九
五

三
分
の一
―

五
万
分
の
一

百
パ
ー
セ
ン
ト

数
十
人

何
百
年

二
百
数
十
メ
ー
ト
ル

ニ
千
百
十
数
キ
ロ

[
例
外]

西
暦
に
は
単
位
語
を
入
れ
な
い。
―
I

O

I

―
一
年

一

九
九
九
年

六
四
五
年

[
例
外]

小
数
の
場
合
は
「
零
•

五」

と
は
し
な
い。

0
•

五

[
例
外]

次
に
あ
げ
る
よ
う
な
も
の
は
単
位
語
を
入
れ
な
い。

電
話
番
号、

郵
便
番
号、

列
車
番
号、

部
屋
番
号、

国
道
な
ど。

ダ
イ
ヤ
ル
―
1

0
番

〒
六
0
六
＇

八
二
七
一

の
ぞ
み
二
三
七
号

四
0
一

号
室

国
道
一

七
一

号
線

②

縦
曹
き
で
漢
数
字
を
使
用
し、

単
位
語
を
省
略
し
て
曹
く
表
記

単
位
語
を
省
略
す
る
と
い
っ
て
も、

省
略
で
き
る
の
は
「
十、

百、

千」

で
「
万、

億、

兆」

は
入
れ
て
書
く。

【
例】

―
―
一

世
紀

平
成
二
五
年

―

二
月
三
一

日

三
六
五
日

五
0
年

三
五
0
人

二
時
間
一

0
分
三―
―
秒

一

八
歳
―
―

ヵ
月

―
1
0
代

一

0
0
個

一

0
0
0
頭

五―
1
0
0
円

0
度
三
分（
零
度
三
分）

零
下
三
0
度

四
一

億
九―
1
0
0
万
円

四
ニ
・
一

九
五

―――
分
の一
―

五
万
分
の
一

―

0
0
パ
ー
セ
ン
ト

[
例
外]

漠
然
と
し
た
数
（
数
字
の
前
後
に
「
数、

幾、

何」

な
ど
が
つ
く
概
数）
は
単
位
語



を
省
略
で
き
な
い。

数
十
人

何
百
年

二
百
数
十
メ
ー
ト
ル

ニ
千
百
十
数
キ
ロ

[
例
外]

数
量
で
は
な
く
熟
語
の
よ
う
な
言
葉、

た
と
え
ば
「
一

枚
上
手
だ」
「
一

歩
ゆ
ず
る」

「
一

本
釣
り」
「
一

番
じ
ょ
う
ず
だ」
「
百
も
承
知」
「
万
が
一
」

な
ど
は、

単
位
語
を
省
略
し
た

り、

算
用
数
字
で
は
表
さ
な
い。

横
書
き
の
場
合
も
漢
数
字
に
す
る。

⑪

縦
書
き
で
算
用
数
字
を
使
用
し
て
書
く
表
記

算
用
数
字
で
表
記
す
る
と
き
は、

単
位
語
は
「
十、

百、

千」

を
省
略
し、

は
入
れ
る。

二
桁
の
数
字
は、

半
角
数
字
を
横
に
並
べ

る。

（
縦
中
横）、

三
桁
以
上
は
全
角
数
字
を
縦
に
並
べ

3
6
5
日

3
5
0
人

1
0
0
0
頭

5．

か
な
づ
か
い

原
則
と
し
て、

語
を
発
音
に
し
た
が
っ
て
書
き
あ
ら
わ
す
が、

の
特
例
が
あ
る。

田

助
詞
の
「
は」
「
へ
」
「
を」

の
表
記。

【
例
】

私
叫、

大
学
7·
パ
ソ
コ
ン
針
持
っ
て
い
く。

5
2
0
0
円

【
例
】

21
世
紀

平
成
25
年

12
月
31
日

2
時
間
10
分
32
秒

18
歳
11
ヵ
月

1
0
0
個

0
度
3
分

零
下
30
度

41
億
9
2
0
0
万
円

42
.
1
9
5

3
分
の
2

5
万
分
の
1

1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト

[
例
外]

漠
然
と
し
た
数
（
数
字
の
前
後
に
「
数、

幾、

何」

な
ど
が
つ
く
概
数）

は
単
位

語
を
省
略
し
な
い
漢
数
字
を
使
い、

算
用
数
字
は
使
わ
な
い。

横
書
き
の
場
合
も
同
様。

数
十
人

何
百
年

二
百
数
十
メ
ー
ト
ル

ニ
千
百
十
数
キ
ロ

[
例
外]

こ
と
わ
ざ、

歴
史
的
用
語、

熟
語、

副
詞
と
し
て
使
わ
れ
た
次
の
よ
う
な
言
葉
は

算
用
数
字
で
は
な
く、

漢
数
字
を
使
う。

「
百
害
あ
っ
て
一

利
な
し」
「
一

石
二
鳥」
「――一
三
九
度
の
盃」
「
三
振」
「
一

番
美
し
い」

二

等
早
い」

恨
習
を
尊
重
し
た
い
く
つ
か

「
万、

億、

兆」

「
発
言
す
る」

「
ぢ」

(

X
 

文
章
は
「
て
に
針
は」

が
だ
い
じ
だ。

こ
ん
に
ち
ば

こ
ん
ば
ん
ば

図

動
詞
の
「
言
う」

は、
「
い
う」

と
書
く。

明
確
に

は
「
言
う」

と
書
く。

【
例
】

そ
う
い
う
こ
と
を
言
う

X
そ
う
ゆ
う
こ
と
を
言
う。

い
う
こ
と
を
聞
け

x
ゆ
う
こ
と
を
聞
け。

何
と
い
う
か

X
何
と
ゆ
う
か

③
「
ち」
「
つ
」

が
連
な
る
こ
と
で
濁
音
に
な
っ
た
場
合
は、

【
例
】

つ
吋
く
（
続
く）

ち
叫
み
（
縮
み）

つ
可
み
（
鼓）

つ
可
る
（
綴
る）

こ
叫
ん
ま
り

ち
か
叫
か
（
近

）々

ち
り
叫
り
（
散
り
散
り）

ま
叫
か
（
間
近）

つ
ね
叫
ね
（
常
々
）

つ
れ
叫
れ
（
徒
然）

[
例
外]

い
ち
じ
く

い
ち
じ
る
し
い

④

長
く
の
ば
し
て
発
音
す
る
（
長
音）

語
の
表
記
で
注
意
す
べ
き
も
の。

お
と
51
さ
ん
(
X
お
と
お
さ
ん）

き
の
51
(
X
き
の
お）

お
問
い
（
多
い

x
お
う
い）

お
詞
き
い
（
大
き
い

x
お
う
き
い）

こ
詞
り
（
氷、

郡

x
こ
う
り）

と
料
い
（
遠
い

X
と
う
い）

と
詞
り
（
通
り

X
と
う
り）

ほ
請
（
頬

ほ
の
詞．
（
炎

X
ほ
の
う）

か
れ
叶
（
鰈

X
か
れ
え）

せ
叶
（
所
為

x
ほ
う）

x
せ
え）

と
い
う
意
味
の
場
合

「
づ
」

を
用
い
て
書
く。

6．

送
り
が
な
の
付
け
方

①

送
り
が
な
は、
そ
の
漢
字
の
読
み
方
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に、
漢
字
に
添
え
る
「
か
な」

で
あ
る。

読
み
間
違
わ
れ
な
い
よ
う
に
送
り
が
な
を
つ
け
る、

と
い
う
考
え
方
で
行
な
う。

【
例
】

起
こ
る、

起
き
る
(

X

起
る）

当
た
る、

当
て
る
(

X

当
る）

終
わ
る、

終
え
る

終
る）

変
わ
る、

変
え
る
(

X

変
る）

混
ざ
る、

混
じ
る、

混
ぜ
る
(

X

混
る）

集
ま
る、

集
め
る
(

X

集
る）

＊
ポ
イ
ン
ト
は、

送
り
が
な
が
二
通
り
あ
る
場
合
（
例
え
ば
「
表
す」
「
表
わ
す」、
「
現
れ
る」

「
現
わ
れ
る」、
「
行
う」
「
行
な
う」

な
ど）

は、

ひ
と
つ
の
文
章
の
中
で一
一
通
り
が
混



在
し
な
い
よ
う
に
す
る
（
ど
ち
ら
の
書
き
方
に
す
る
か
方
針
を
決
め
て
書
く
）。

②
複
合
の
語
（
漢
字
二
字
以
上
を
用
い
て
書
き
表
す
語
）

の
送
り
が
な
は
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字

の
送
り
が
な
を
つ
け
る
が、
読
み
間
違
え
る
お
そ
れ
の
な
い
場
合
は、
送
り
が
な
を
省
く
こ

と
が
で
き
る。

【
例
】

申
し
込
む、
申
込
む

打
ち
合
わ
せ
る、
打
ち
合
せ
る、
打
合
せ
る

し
い

③
慣
例
に
よ
り
送
り
が
な
を
つ
け
な
い
語
が
あ
る。

【
例
】

関
取

小
包

子
守

取
締
役

取
扱
説
明
書

西
陣
織

鎌
倉
彫

清
水
焼

踏
切

請
負

両
替

組
合

手
当

乗
組
員

献
立

日
付

物
語

割
合

織
物

建
物

受
付

7．
漢
字
の
使
い
方

漢
字
の
多
い
文
章
は
紙
而
が
黒
く
な
り、
読
者
に
む
ず
か
し
い
印
象
を
あ
た
え
る。
ま
た、

パ
ソ
コ
ン
で
文
章
を
作
る
と、
つ
い
つ
い
漢
字
変
換
を
使
い
す
ぎ
て、
手
書
き
で
は
書
け
な
い

む
ず
か
し
い
漢
字
を
使
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
す
る。
読
者
に
と
っ
て
の
読
み
や
す
さ
を
考
慮

し
て
漢
字
と
か
な
の
使
い
分
け
を
す
る。

、
、
、
、
、

原
則
と
し
て、
漢
字
で
は
な
く、
か
な
書
き
に
す
る
言
葉
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る。

田
助
詞

【
例
】

一
0
歳
く
ら
い
(
X1
0
歳
位
）

一
0
グ
ラ
ム
ほ
ど
(
X1
0
グ
ラ
ム
程
）

教
科
書
な
ど
(
X
教
科
書
等
）

②
感
動
詞

【
例
】

あ
あ
(
X
嗚
呼
）

あ
り
が
と
う
(
X
有
り
難
う
）

お
は
よ
う
(
X
お
早
う
）

③
接
続
詞

【
例
】

あ
る
い
は
(
X
或
は
）

す
な
わ
ち
(
X
即
ち
）

た
だ
し
(
X
但
し）

な
お

(

X

尚）
凶
形
式
名
詞
（
主
語
に
な
ら
な
い
名
詞
）

【
例
】

そ
の
引
叫
に
(
X
そ
の
内
に
）

聞
い
た

fl
が
な
い
(
X
聞
い
た
事
が
な
い
）

い
ま
来
た
と
こ
ろ
だ
(
X
い
ま
来
た
所
だ
）

そ
ん
な
日
�
に
(
X
そ
ん
な
時
に
）

開
き
苦
し
い、
聞
苦

そ
う
い
う
計
叶
だ
(
X
そ
う
い
う
物
だ
）

あ
ん
な

ti
に
(
X
あ
ん
な
風
に
）

⑤
本
来
の
意
味
が
薄
れ
て
い
て、
上
の
語
の
補
助
の
働
き
を
し
て
い
る
言
葉。

【
例
】

…
…
と
い
う
(
X
と
言
う
）

…
…
で
あ
る
(
X
で
有
る
）

…
…
で
な
い

で
無
い
）

…
…
し
て
い
く
(
X
し
て
行
く
）

…
…
に
な
っ
て
く
る
(
X
に
な
っ
て
来
る
）

…
…
に
な
っ
て
い
る
(

X

に
な
っ
て
居
る
）

…
…
に
す
ぎ
な
い
(

X

に
過
ぎ
な
い
）

…
…
し
て
み
る
(
X
し
て
見
る
）

…
…
し
て
ほ
し
い
(
X
し
て
欲
し
い
）

⑥
副
詞
（
多
数
あ
る
が、
代
表
的
な
も
の
）

【
例
】

い
つ
ば
い

ご
く

さ
ら
に

ぜ
ひ

な
に
ぶ
ん

な
ん
と

の
ち
ほ
ど

ほ
と
ん
ど

た
い

い
っ
ぺ
ん
に

き
わ
め
て

け
っ
し
て

た
い
へ
ん

た
と
え
ば

た
ぶ
ん

む
ろ
ん

わ
り
と

い
ま
さ
ら

な
に
か
と

⑦
接
頭
語・
接
尾
語

【
例
】

お
菓
子

太
り
ぎ
み

低
め⑧

当
て
字
な
ど

【
例
】

あ
く
び
(
X
欠
伸
）

ま
す
）

ご
ま
か
す
(

X

誤
摩
化
す
）

お
か
し
い

悲
し
げ

(

X

可
笑
し
い
）

ご
ざ
い
ま
す
(

X

御
座
い

読
み
づ
ら
い

彼
ら

私
た
ち

た
く
さ
ん

た
と
え

ち
ょ
う
ど

な
ぜ

ま
す
ま
す

め
っ
た
に

い
っ
そ
う

い
っ

こ
と
に

ず
い
ぶ
ん

す
で
に

だ
い
た
い

も
ち
ろ
ん

も
っ
と
も

お
も
に

た
が
い
に

五
分
ご
と

で
た
ら
め
（
X
出
鱈
目
）

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
（
X
滅
茶
苦
茶
）

8．
外
来
語
の
表
記

外
来
語
と
は、
外
国
語
で、
日
本
語
表
記
を
あ
て
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
語
で
あ
る。
外

国
語
を
そ
の
発
音
ど
お
り
に
日
本
討
（
カ
タ
カ
ナ
）

で
表
記
す
る
こ
と
に
は、
そ
も
そ
も
無
理

が
あ
る。
同
じ
外
国
語
で
も、
日
本
諾
で
の
表
記
が
い
く
つ
か
あ
る
場
合
が
あ
る
が、
一
っ
の

文
章
の
な
か
で
は、
表
記
の
統一
を
は
か
る
よ
う
に
す
る。

最
小
限
注
意
す
べ
き
こ
と
は
つ
ぎ
の
項
目。

田
ヴ
ァ、
ヴ
ィ、
ヴ、
ヴ
ェ
の
使
用

下
く
ち
び
る
を
噛
ん
で
発
音
す
る
＞
は
日
本
語
に
は
な
い
の
で、
一
般
に
は
バ、
ビ、
ブ、

見
た
と
お
り
に
(
X
見
た
通
り
に）

(
X
 



マ
ル

10．
お
ぼ
え
て
お
き
た
い
記
述
記
号

田
く
ぎ
り
符
号

゜

句
点、

や
く
も
の

（
約
物）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ダ
ン
デ
ィ

ベ
を
用
い
る
が、
原
音
に
な
る
べ
く
近
く
書
き
表
そ
う
と
す
る
場
合
に
は、
ヴ
ァ、
ヴ
ィ、

ヴ、
ヴ
ェ
を
使
う。
そ
の
場
合‘
―
つ
の
文
章
中
で
は、
他
の
単
語
も
そ
の
原
則
に
し
た
が

う
よ
う
に
す
る。

【
例】

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
バ
イ
オ
リ
ン、
vio
lin)

ヴ
ィ
ー
ナ
ス
（
ビ
ー
ナ
ス、
Venus)

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
（
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン、
Beethoven)

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
（
ビ
バ
ル
デ
ィ、

Vivaldi)

キ
ャ
ン
ヴ
ァ
ス
（
キ
ャ
ン
バ
ス、
canvas)

レ
ヴ
ュ
ー（
レ
ビ
ュ
ー、
review)

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー、
interview)

②
長
音
お
よ
び
英
語
の
語
末
のーer,
-or,
 -ar、
ま
た-dy,
-ty,
 -py
な
ど
は、
旧
来
は

音
引
の
「
ー」
を
用
い
て
書
く
こ
と
が
多
か
っ
た
が、
最
近
は
省
く
傾
向
に
あ
る。
―
つ
の

文
章
中
で
は
な
る
べ
く一
方
に
統一
す
る。

【
例】

メ
イ
ク
（
メ
ー
ク）

レ
イ
ン
コ
ー
ト
（
レ
ー
ン
コ
ー
ト）

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー）

エ
レ
ベ
ー
タ
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー）

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
（
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー）

パ
ー
テ
ィ
（
パ
ー
テ
ィ
ー）

デ
ィ
ー）

9．
欧
字
と
欧
文
の
表
記

縦
書
き
に
欧
字
や
欧
文
を
書
く
場
合
の
注
意。

田
単
語
や
短
文
は、
半
角
英
数
の
横
書
き
で
入
れ
る。

【
例】

ジ
ョ
ン
は
出
会
う
な
り、
He
llo
と
手
を
あ
げ、
笑
顔
で
Nice
to
 meet
 you
と
言
っ
た。

⑰
略
語
は、
全
角
英
数
の
縦
書
き
で
入
れ
る。

【
例】

彼
は
N
P
O
で
働
い
て
い
る。
I
C
B
M
と
は
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
こ
と
だ。

 

（
ダ
ン

※

米
印

①

丸
中
数
字

0

白
ヌ
キ
数
字

＊

コ
ン
マ

中
黒
（
な
か
ぐ
ろ）

疑
間
符

感
嘆
符

／

斜
線、

②
括
弧
類

「

ス
ラ
ッ
シ
ュ

」

か
ぎ、
か
ぎ
括
弧

『
』

二
重
か
ぎ

（
）

パ
ー
レ
ン、
括
弧

〔
〕

亀
甲
（
き
っ
こ
う）

[
]

ブ
ラ
ケ
ッ
ト

〈
〉

山
が
た、
山
括
弧

《
》

二
重
山
が
た

③
つ
な
ぎ
符
号

—

ハ
イ
フ
ン

ー

全
角
ダ
ー
シ

＊
音
引
の
ー
や、
漢
数
字
の一
と
間
違
わ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る。

|
-―
倍
ダ
ー
シ

|

-―
分
ダ
ー
シ

ー

波
形

…

三
点
リ
ー
ダ
ー

④
し
る
し
物

っ・

ア
ス
テ
リ
ス
ク

読
点、
テ
ン

ピ
リ
オ
ド




